
シリーズ第3戦の舞台は茨城県・筑波
サーキット。全日本ロードレースが開催され
ている中では最もタイトなコースである。
ラップタイムは1分を切り、ライダーには、よ
り集中力が求められる。昨年は、東日本大震
災の影響で中止となったため2年振りの開
催となる。

JSB1000クラスは、開幕戦で負傷し、筑波
ラウンドでの復帰を目指していたV2チャン
プ秋吉耕佑が、直前に欠場を発表。今回も
ゼッケン1不在のレースとなる。

事前テストからハイレベルな走りをして
いたのが中須賀克行と高橋巧だった。2戦
を終え、優勝1回、2位1回という全く同じリ
ザルトを残している。今回のレースを終える
と8月末の第6戦SUGOまでのインターバル
に入るだけに、ここはどちらも負けられない
一戦になる。

1時間1セッションで争われた公式予選。
快晴となったものの風が強いコンディション
の中、各ライダーはタイムアタックに入る。
やはり中須賀と高橋がセッションをリード。
終盤に55秒台に入れた中須賀が今シーズ
ン初めてポールポジションを獲得する結果
となった。
「（予選のときは）風が強く走りにくかった

こともあって、思うようにタイムを縮められま
せんでした。伊藤さんの55秒1というレコー

ドタイムは、すごいですよ。マシンは、大きく
変えることはできませんけれど、自分が合わ
せられてきている感じです。フロントロウに
並べればいいと思っていたのでポールポジ
ションを獲れてよかったですね。決勝は、逃
げることは難しいし、バックマーカーをどう
かわしていくかがカギになると思います」と
中須賀。

一方、2番手に続いた高橋は、「ポールポ
ジションを獲るというよりも、金曜の走り始
めの感触がよくなかったので、予選中はマ
シンのセットアップに集中していました。だ
いぶダメ出しができましたし、よくなってき
たのでレースに向けては、いい兆しです」と
コメント。決勝レースも、この2人を中心に進
んでいく可能性は高い。

そして3番手に食い込んだのが、Honda 
CBR1000RRの市販キット車を駆る山口辰
也だ。山口は、事前テストで足回りのセット
が完璧に決まったと語り、レースに向けてマ
シンの持つポテンシャルを最大限に引き出
すため、スリッパークラッチ、バックトルクリ
ミッター、そしてインジェクションなどのセッ
トアップを細かく進めてきている。絶対的な
エンジンパワーは、トップと差があるものの、
今回はおもしろい存在になっている。

前戦では、ポールポジションを獲得してい
る加賀山就臣だが、10年振りの筑波はやや

苦戦気味。金曜日に試したセットがいい方
向に行かず、予選で事前テストの状態に戻
したという。ただ、ライダーのポテンシャルは
折り紙付き。レースでは、台風の目になるか
もしれない。

そしてカワサキのエース柳川明も「まだマ
シンのいいところを出せていないのが歯が
ゆいところ。筑波で優勝したことがあるし、ま
ずはスタートを決めて前についていきたい
ね」と、こちらも苦戦気味だが、ペース次第で
は、トップグループに加わってくるだろう。

加賀山と同じく10年振りの筑波でのレー
スとなる芹沢太麻樹が6番手。ホームコース
で健闘している藤田拓哉が7番手につけ、
今野由寛、清水郁己、須貝義行と57秒台で
続いた。
レースは、中須賀と高橋の戦いに、山口、

加賀山、柳川が、どこまでついていけるか？
　そして中須賀が言うようにバックマーカー
をどうかわすかがレースのカギを握ること
になりそう。第1ヘアピンからダンロップコー
ナーなどでバックマーカーに引っかかってし
まうと、あっと言う間に差がついてしまうから
だ。ホールショット奪取率が高い加賀山のス
タートダッシュにも注目したいところ。30周
で争われる決勝レース。最終コーナーをトッ
プで立ち上がってくるライダーは果たして!?

（佐藤寿宏）

第3戦のポールシッター
左から中須賀克行（JSB1000クラス）、津田拓也（ST600クラス）
中本郡（J-GP2クラス）、長島哲太（J-GP3クラス）

中須賀克行が、ただ一人55秒台に入れ今季初ポール！
負けられない高橋巧が2番手から追撃
市販キット車で健闘の山口辰也が3番手に食い込む!!
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SUPERBIKE 2012 MFJ SUPERBIKE EXPRESS
Round 3 SUPERBIKE in TSUKUBA

2012

3



ST600もA・Bの2グループに分かれての
公式予選となった。1回目のセッションでは、
事前テストから速さを見せつけているタイ
勢のチャランポン・ポラマイが58秒048で
暫定ポール。A組トップの津田拓也が58秒
084と僅差で2番手。以下、岩崎哲朗、井筒
仁康、デチャ・クライサー、渡辺一馬と続く。
2回目では、Aグループで好調の津田が、

一気に57秒767へとタイムアップ！ 一方の
Bグループでは岩崎と井筒が57秒台に入れ
るが、津田のタイムには一歩及ばず、津田が
全日本初のポールポジションを決めた。2番
手に井筒、3番手が岩崎、4番手にチャラン
ポンというオーダーとなった。

津田拓也がレコードを叩き出して初ポール！
「初ポールは嬉しいけど、勝たないと意味がない」REPORT & INTERVIEW

QUALIFYING PRACTICE

テストでも57秒台は出ていたので、予選でもいいところまで行けると思っていたけど、タイム自体に
はあまり納得できていないかな。でも、ベストは尽くしたし、（Aグループで先に走行が終了していたので
）これがターゲットタイムになるわけで、これでBグループに負けたら、素直に相手がスゴイと思うしかな
いな、って思ってました。初ポールはうれしいですけど、決勝で勝たないと意味がない。自己ベストを更
新できてたらもっとよかったと思うんですけどね。チームが喜んでくれているのはうれしいです。アベレ
ージは悪くないので、とりあえず行けるとこまでガンガン行くだけです。決勝は混戦になると思うけど、ト
ップ争いの台数を絞るためにレースをリードしたい。いいレースがしたいですね。

ポールポジション : 0'57.767　#15 津田 拓也／WestPower

事前テストでは55秒6が出ていたし、コースレコードを狙っていたので、最後
まで諦めずにプッシュしたけど、55秒9だったので少し悔いが残る予選になりま
したが、フロントロウを確保するという目標はクリアしたのでよしとしたい。常に
自分を追い込んでおかないといいレースはできないし、まずは高い目標を持
ち、鈴鹿でも、もてぎでも、コースレコードがまだ塗り替えられてないので、ここ

でコースレコードを出したいと思っていました。ポールということで決勝につな
がるいい予選になったので、いいレースをしたいと思っています。（他車と）タイ
ム差がなく、逃げるのは難しいと思うし、抜きどころも少ないので、まずはスター
トから前に出て、周回遅れが早い段階から出てくるのを、きっちりパスしながら
タイムを落とさずに走れたら勝てるはず。実現できるように頑張りたいですね。

ポールポジション : 0'55.916 　#21 中須賀克行／ヤマハYSPレーシングチーム

山口辰也

高橋巧中須賀克行

中須賀克行（ポールポジションインタビュー）
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50分間の1セッションで争われたJ-GP2
クラスの公式予選。ポールポジションは事
前テストから好タイムをマークしていた中
本郡。タイムは57秒376と、従来のコースレ
コードを大幅に更新しての獲得だ。
「昨年から仕上げてきたマシンがようやく
今年になってまとまってきた感じです。ここ
まで速いマシンに仕上げてくれたチームに
感謝したいです」と中本。
2番手に渡辺一樹が57秒430、3番手に
浦本修充が57秒716と続き、フロントロウ
に並ぶ3人が57秒台をマーク。以下、関口
太郎、野左根航汰、岩田悟、生形秀之、高橋
英倫らが58秒台で続いた。

中本郡がコースレコードで全日本初ポール！
「タイム差がないのでスタートが勝負…」

ポールポジションは完璧に狙っていました。決勝はたぶん混戦になると思うので、少しでも前のグリ
ッドをゲットできるように頑張りました。予選の最後に新しいタイヤを入れてアタックして、なんとかギリ
ギリ、ポールが獲れました。タイムを出したあと1周して（自分がトップタイムなのを）確認して、（他の誰
かが）来たら来たで限界かなと思ったので、決勝を見据えて走ってました。レースは混戦を抜け出せる
ように、スタートを決めて少しでも前に出たい。（渡辺）一樹と（浦本）修充あたりが絶対来ると思うので、
ついてきたら様子を見るしかないですね。逃げ切るのはたぶん無理だと思うので、最後まで集中力を
切らさないように頑張れば勝てると思います。

A組、B組に分かれたJ-GP3クラスの予選1
回目は長島哲太がただ一人59秒台に突入。
59秒914をマークし、暫定ポールポジション
を獲得。2番手に山田誓己が1分00秒229、
セッション開始直後に転倒を喫した山本剛大
が1分00秒469で3番手の結果となった。
2回目の予選、Aグループでは1分00秒

236で山本がトップ、次いで森俊也、長尾健
吾と続いた。Bグループでは、長島がセッショ
ン早々に59秒862をマーク。さらに59秒767
まで更新して2戦連続のポールポジションを
決めた。山田もセッションの終盤で59秒台に
タイムアップして2番手。3番手、4番手は
Team NOBBYの山本と森が占めた。

狙っていたのはポールポジションよりもコースレコード。今日は風が強くて目標タイムが出せず、悔しい
部分はあるんですけど、アベレージのタイムは刻めていたし、決勝に向けてセットアップも詰めることがで
きました。決勝でも59秒台でラップして、レコードを出せたらいいなと思います。目標は59秒2～3くらいだ
ったし、そのくらいは出るバイクをチームに作ってもらっていたので、風が強かったのが悔しいですね。午
後はアベレージ重視のセットに変えて、それでも59秒台で走れていたので、決勝が楽しみです。マシン的
にも自分的にもまだ余裕があるので、決勝では、もっと引き締めていければ、もう少しタイムは上がると思
います。特に1周目に自信があるので、最初から逃げのレースがしたいです。

長島哲太がセッションを制覇して連続
ポールポジション！

ポールポジション : 0'57.376  #16 中本郡／リリカAMENA with Out Run

ポールポジション : 0'59.767  #45 長島哲太／Projectμ7C HARC
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 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 21 中須賀 克行 ヤマハYSPレーシングチーム YZF-R1 55.916
 2 634 高橋  巧 MuSASHi RTハルクプロ CBR1000RR 56.122
 3 104 山口 辰也 TOHORacingwithMORIWAKI CBR1000RR 56.364
 4 71 加賀山 就臣 Team KAGAYAMA GSX-R1000 56.617
 5 87 柳川  明 TEAM GREEN ZX-10R 56.632
 6 01 芹沢 太麻樹 エヴァRT初号機トリックスターFRTR ZX-10R 57.205
 7 33 藤田 拓哉 DOG FIGHT RACING･YAMAHA YZF-R1 57.21
 8 32 今野 由寛 MotoMap SUPPLY GSX-R1000 57.48
 9 11 清水 郁巳 ホンダドリームRT高崎 B'WISE RT CBR1000RR 57.588
 10 8 須貝 義行 チームスガイレーシングジャパン 1098R 57.975
 11 19 片平 亮輔 8810RwithMCR CBR1000RR 58.061
 12 55 須磨 貞仁 CONFIA HMF GSX-R1000 58.2
 13 7 東村 伊佐三 RS-ITOH&ASIA ZX-10R 58.237
 14 15 久保山 正朗 Honda浜友会浜松エスカルゴ CBR1000RR 58.454
 15 35 原田 洋孝 RSガレージハラダ姫路 ZX-10R 58.644
 16 18 中村 知雅 チーム トモマサ CBR1000RR 58.645
 17 13 戸田  隆 ファーストスター&GTRIBE S1000RR 58.795
 18 86 中村 勇志 レンタルバイク横浜･丸富オート 1190RC8R 58.892
 19 72 大貫 貴彦 ロケットケロタン+ネオラグーナ CBR1000RR 59.203
 20 91 塩原 弘志 RACING SUPPLY&おやじ組 GSX-R1000 59.822
 21 60 鍋城 正八 レーシングチームハニービー CBR1000RR 59.925
 22 17 吉田 光弘 Honda緑陽会熊本レーシング CBR1000RR 1'00.133
 23 43 菊地  敦 TEAM・WILD☆HEART CBR1000RR 1'00.484
 ***** 以上予選通過  *****
  1 秋吉 耕佑 F.C.C.TSR Honda CBR1000RR 出走せず
  83 喜多田 学 （有）成田総合サービス+TS関東 CBR1000RR 出走せず
 基準タイム（1'01.747 - 110% ）
 ※国内競技規則 付則4 15-2-2（赤旗中断）を適用し、（残り時間53秒）予選終了とした。

公式予選結果

 Pos No. Cls. Name Team Machine BestTime
 1 45  長島 哲太 Projectμ7C HARC NSF250R 59.767
 2 5 Youth 山田 誓己 TEAM PLUSONE & ENDURANCE NSF250R 59.813
 3 4  山本 剛大 Team NOBBY NSF250R 1'00.236
 4 9  森  俊也 Team NOBBY NSF250R 1'00.354
 5 55 Youth 國峰 啄磨 JARIRacing+ENDURANCE NSF250R 1'00.486
 6 50 Youth 長尾 健吾 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R 1'00.577
 7 3  仲城 英幸 Projectμ7C HARC NSF250R 1'00.686
 8 99 Youth 中本 貴也 18 GARAGE RACING TEAM NSF250R 1'00.731
 9 16 Youth 亀井 雄大 18 GARAGE RACING TEAM NSF250R 1'00.804
 10 18 Youth 北見  剣 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R 1'00.816
 11 6  菊池 寛幸 KoharaRacing NSF250R 1'00.894
 12 81 Youth 高橋  颯 レーシングチームハニービー NSF250R 1'00.933
 13 634  徳留 真紀 MuSASHi RTハルクプロ NSF250R 1'00.983
 14 75  古市 右京 ASPIRATION.A-next NSF250R 1'01.226
 15 21 Youth 渥美  心 レーシングチームハニービー NSF250R 1'01.287
 16 26  矢作 雄馬 BIR Racing NSF250R 1'01.290
 17 52 Youth 鳥羽  蓮 TEAM TEC2 & TDA TEC2-12 1'01.432
 18 66 Youth 澁田 晨央 ウイダー チームアイファクトリー NSF250R 1'01.630
 19 72 Youth 三好 菜摘 オールスターモータースポーツ NSF250R 1'01.730
 20 31 Youth 佐野 優人 SRS-JwithMORIWAKI MD250GP3 1'01.791
 21 14  大西  隼 Projectμ7C HARC NSF250R 1'01.834
 22 22  高杉 奈緒子 モトバムwithヒポポタマス NSF250R 1'01.861
 23 77  山本 恭裕 広島カジタRacing&LRC NSF250R 1'01.907
 24 46 Youth 伊達 悠太 犬の乳酸菌/PRCS&バトルF NSF250R 1'01.950
 25 70  葛西 雅迪 タニシ&Speed Heart YERC NSF250R 1'01.973
 26 12 Youth 薮田 壱速 team hirock & HARC-PRO NSF250R 1'02.078
 27 47  安村 武志 犬の乳酸菌JP/プリミティブRT NSF250R 1'02.215
 28 29  石崎 司也 MOTOBUM&たかだ農園 NSF250R 1'02.293
 29 88  岡﨑 静夏 KoharaRacing NSF250R 1'02.311
 30 95  瀬古 直樹 ZIPBIKE&YERC ZBMONO 1'02.365
 31 44 Youth 林  祥由 TEAM YERC ドリームキッズ NSF250R 1'02.412
 32 73 Youth 岡部 圭佑 CLUB PLUS ONE NSF250R 1'02.428
 33 93  谷川 壮洋 CLUB PLUS ONE NSF250R 1'02.512
 34 71  中臺 翔太 テルル&イー･モバイル★KoharaRT NSF250R 1'02.591
 35 33  川瀬 啓一郎 チーム KOHSAKA NSF250R 1'02.594
 36 38  小川  亨 MUSASHI 小川サービス NSF250R 1'02.605
 ***** 以上予選通過 *****
 37 13  岡田 義治 T.ヨシハルASPIRATION NSF250R 1'02.677
 38 43  畑中  要 FTR･タイヤナビ･㈱遠藤住宅 NSF250R 1'02.895
 39 60  金子 正一 カネゴン&ねこまたレーシング WR250F 1'07.443
  19  大塚 卓也 HondaブルーヘルメットMSC NSF250R 出走せず
  20  松井 洪弥 TEAM PLUS ONE NSF250R 出走せず
  41  小室  旭 41PLN･Global.communication.ioda JR002 出走せず
 A組1回目基準タイム（1'06.515 - 110% ）  2回目基準タイム（1'06.259 - 110% ）
B組1回目基準タイム（1'05.905 - 110% ）  2回目基準タイム（1'05.743 - 110% ） 

●予選：天候／晴　路面／ドライ　出走39台
●決勝スタート／10:30（25周）

●予選：天候／晴   路面／ドライ  出走23台
●決勝スタート／14:35（30周）

MFJ Superbike Round3 SUPERBIKE RACE in TSUKUBA   12 -13 MAY 2012

TIME TABLEINFORMATION ※タイムテーブルは、変更されることがあります。

10:15 -
10:30 -
11:20 -
11:35 -

12:25 -13:05 
13:15 -
13:30 -
14:20 -
14:35 -

J-GP3 コースイン～選手紹介
J-GP3決勝レース..........................25Laps
ST600 コースイン～選手紹介
ST600決勝レース.........................25Laps

J-GP2 コースイン～選手紹介
J-GP2決勝レース..........................25Laps

ピットウォーク／コースウォーク

JSB1000 コースイン～選手紹介
JSB1000決勝レース.....................30Laps

 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 16 中本  郡 リリカAMENA with Out Run YZF-R6 R 57.376
 2 26 渡辺 一樹 RS-ITOH&ASIA ZX-6R R 57.430
 3 634 浦本 修充 MuSASHi RTハルクプロ HP6 R 57.716
 4 2 関口 太郎 Team TARO PLUS ONE TSR2 R 58.066
 5 31 野左根 航汰 ウェビックチームノリックヤマハ YZW-N6 R 58.067
 6 34 岩田  悟 CLUB PLUS ONE HP6 58.244
 7 3 生形 秀之 エスパルスドリームレーシング GSX-MFD6 58.442
 8 51 高橋 英倫 PITCREW&松戸FLASH ZX-6R 58.544
 9 14 大木 崇行 MOTO BUM HONDA CBR600RR 58.551
 10 10 野田 弘樹 テルル&イー･モバイル★KoharaRT TSR6 58.605
 11 56 濱原 颯道 TEAM ARA 虎の穴 ARA6 58.620
 12 54 井上 哲悟 PITCREW&松戸FLASH ZX-6R 59.040
 13 40 木村 思音 CLUB HARC-PRO. HP6 59.566
 14 46 星野 知也 ミクニiBeatテリー&カリー GSX-R600LI 59.633
 15 45 山村 良憲 GBSレーシング YZF-R6 1'00.065
 16 79 朝比奈 正 アサヒナレーシング Z600 1'00.406
 17 37 赤間 清 CLUB HARC-PRO. HP6 1'02.255
 ***** 以上予選通過 *****
  19 小口  理 ALLMAN&OWracing YZF-R6 出走せず
  86 新垣 敏之 Team ARA 虎の穴 YZF-R6 出走せず
 基準タイム（1'03.113 - 110% ）
 "R" マークは、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは 58.134

●予選：天候／晴   路面／ドライ  出走17台
●決勝スタート／13:30（25周）
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2012年シーズンは全日本ロードレース選手権、そして全日本モトクロス選
手権がレース開催8日後に録画映像で放送されることになりました。放送局
はBS12 TwellV（トゥエルビ）で完全無料放送となります。現場ではカバーで
きなかったシーンや迫力のバトルをあらためてお楽しみください！！

全日本ロードレース選手権第3戦筑波　5月21日（月） 20:00～20:55

第3戦筑波サーキット　5月13日（日）全日本ロードレース選手権シリーズ テレビ放映予定

 Pos No. Name Team Machine BestTime
 1 15 津田 拓也 WestPower GSX-R600 R 57.767
 2 77 井筒 仁康 RS-ITOH&ASIA ZX-6R R 57.853
 3 9 岩﨑 哲朗 RS-ITOH&ASIA ZX-6R R 57.921
 4 65 CHALERMPOL POLAMAI YamahaThailandRacingTeam YZF-R6 R 58.048
 5 3 渡辺 一馬 KoharaRacing CBR600RR R 58.125
 6 30 DECHA KRAISART YamahaThailandRacingTeam YZF-R6 58.359
 7 19 伊藤 勇樹 DOG FIGHT RACING･YAMAHA YZF-R6 58.394
 8 634 小林 龍太 MuSASHi RTハルクプロ CBR600RR 58.394
 9 6 佐藤 裕児 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6 58.501
 10 43 中冨 伸一 HiTMAN RC甲子園ヤマハ YZF-R6 58.508
 11 62 横江 竜司 RT 森のくまさん佐藤塾 YZF-R6 58.6
 12 23 手島 雄介 CLUB PLUS ONE CBR600RR 58.664
 13 86 新垣 敏之 Team ARA 虎の穴 YZF-R6 58.708
 14 17 稲垣  誠 アケノスピード･MIC YZF-R6 58.761
 15 20 中山 真太郎 TEAMしんたろうwithKRT CBR600RR 58.835
 16 16 國川 浩道 HiRaNo･HouYou CBR600RR 58.881
 17 67 医王田 章弘 RS-ITOH&ASIA ZX-6R 58.931
 18 25 清水 直樹 Express Houyou YZF-R6 59.064
 19 28 藤島 翔太 4Sure ホンダドリーム名古屋西 CBR600RR 59.092
 20 71 豊田 浩史 D;REX YZF-R6 59.187
 21 50 岩﨑  朗 岩﨑Ⅲ兄弟+NIKKO+aZ CBR600RR 59.229
 22 57 中村  豊 アクロレーシング+モトバム CBR600RR 59.347
 23 37 近藤 湧也 GBSレーシング YZF-R6 59.416
 24 64 矢田 栄一朗 T.T.MOTO YZF-R6 59.423
 25 12 岡村 光矩 RSGレーシング&ドリーム北九州 CBR600RR 59.424
 26 32 深津 拓真 チームスガイレーシングジャパン CBR600RR 59.467
 27 26 篠崎 佐助 SP忠男レーシングチーム YZF-R6 59.6
 28 44 松川 泰宏 MOTO BUM HONDA CBR600RR 59.706
 29 54 長嶋 修一 石井りんご園モトアルファ CBR600RR 59.743
 30 88 尼崎 耕司 YSP茅ヶ崎･水沢レーシング YZF-R6 59.795
 ***** 以上予選通過 *****
 31 74 澤村 俊紀 レーシングチーム･ヒロ CBR600RR 59.832
 32 47 鈴木  力 CLUB HARC-PRO. CBR600RR 59.9
 33 56 阿久津 晃輝 DOG FIGHT RACING･YAMAHA YZF-R6 1'00.118
 34 42 野中 浩司 TEAM SAKA☆KURA YZF-R6 1'00.239
 35 72 中山 友寛 MCRガレージオレンジワークス CBR600RR 1'00.352
 36 55 長谷川 直樹 CONFIA･HMF&AS小笠原 GSX-R600 1'00.419
 37 61 鈴木 貴雄 Racing Discover ZX-6R 1'00.705
 38 58 小原  岳 MCRガレージオレンジワークス CBR600RR 1'01.097
  91 中山 智博 TEAM☆Nakayama91 ZX-6R 出走せず 
 A組1回目基準タイム （1'03.892 - 110% ）  2回目基準タイム （1'03.543 - 110% ）
 B組1回目基準タイム （1'03.852 - 110% ）  2回目基準タイム （1'03.638 - 110% ） 
 "R" マークは、コースレコードを更新しました。従来のレコードタイムは 58.176

●予選：天候／晴　路面／ドライ　出走38台
●決勝スタート／11:35（25周）

■放映スケジュール

詳しくはファンサイトで→http://superbike.jp/


